
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和6年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

●全職員による共通理解と共通実践
●学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践(ICT利用を含める）

●学習状況調査等で、すべての領域に
おいて「おおむね達成」する。
●国語科学習アンケートで「ペアやグ
ループで話し合うことが好きだ」に肯定
的な回答をする児童の割合70％以上
●学校における教育の情報化の実態等
に関する調査で、授業にICTを活用して
指導する能力に関する肯定的回答80％
以上

・対話交流活動「つぼみタイム」の充実、児
童が主体的に学ぶことができる環境を整え
る。（思考を可視化する話し合い活動）
・校内研究、授業参観推進月間、日々の情
報交換等のチーム力によって、個々の指導
力を高める。(ICT利用を含める）
・基本的学習過程を揃え、統一した指導方
法で取り組む。

B

・校内研究を通して「つぼみタイム」を意識した授
業の積極的に取り組むことができた。その際に、
「発問」や「可視化」など具体的な手立てを中心に
行ったが、今後も検討を続ける必要があった。
・校内研究に授業にタブレットの活用を意識した取
り組みを行うことができた。
・校内研究、授業参観推進月間を通し、授業につ
いて情報交換を行った。授業参観推進週間の取り
組みをより積極的に行いたい。
・基礎的学習過程を揃え、統一した指導法に取り
組むことができた。

A

・各クラスで「つぼみタイム」と「可視化」を積極的に取り入れた授業を
行うことができた。また、各学年や学年グループで、「発問の工夫」や
「可視化の手立て」を考えた授業づくりを行い、校内研究の公開授業
を実施した。研究授業や研究会を様々な授業アイデアを交流すること
ができた。
・６月・１０月に行った授業参観推進月間では、校内研究の授業公開
や、各教師の得意教科の授業公開、相互参観を積極的に行った。
・国語科学習アンケートで「ペアやグループで話し合うことが好きだ」と
回答した児童は７９％であり、成果目標を上回ることができた。
・基礎的学習過程を揃え、統一した指導法に取り組むことができた。
・学校における教育の情報化の実態等に関する調査の「児童生徒の
興味・関心を高めたり，課題を明確につかませたり，学習内容を的確
にまとめさせたりするために，コンピュータや提示装置などを活用して
資料などを効果的に提示する。」設問に対して、肯定的評価が８９．
２％と成果目標を達成した。

A

・学校全体で学力向上のために様々な工夫や取り組み
が行われている。学級が児童にとって安心して過ごせ
る場で、勉強に集中でき、自分の考えを安心して話すこ
とができる環境整備に今後もさらに取り組まれることを
期待する。
・つぼみタイムを積極的に意識した授業に取り組み教
師の方々も研究大会などを通して子どもたちの学力の
向上に努めていることが理解できた。子どもたちも落ち
着いた学校生活を送ることにより、しっかりとした学習力
が身についてきたと思われる。
・ご苦労様ですが、あの手この手で児童の学習意欲に
努めていただきたい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

●「考え、議論する道徳」の授業を継続
的に行う。
●「自分にはよいところがある」と答える
ことができる児童80％以上

・毎週水曜日を道徳の授業日に設定す
る。
・学校全体で、計画的・継続的に児童の
心に届く人権教育や道徳教育に取り組
む。

B

・年間６回計画している人権教室を行い、さま
ざまな人権問題について子どもたちと考える
ことができている。また、道徳の授業と関連付
けながら、全校で統一して推進している。

A

・計画通り、年間6回の人権教室を道徳の授
業と関連付けながら、実施することができた。
85％の児童が「自分にはよいところがある」と
回答している。今後も、人権教室での学びを
普段の生活に生かしていくような働きかけが
必要である。

A

・なわとび大会では、失敗を責めるのではなく、温かい言葉で
励まし合い大会にのぞんでいたというエピソードを聞いた。他
学級との競争だけでなく、学級の友人のそれぞれの頑張りを
認める雰囲気を作られている学級経営の成果だと感じた。
・この世の中「心の教育」は大事。相手の立場がわかるように
各家庭と連携をとりながら進めてもらいたい。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

●学校生活を肯定的にとらえている児
童80％以上
●いじめを初期段階のものも含めて積
極的に認知し（学校規模に応じ20件程
度）、その解消に向けた取り組みを早期
にスタートする。

・いじめ・心を考える日（毎月１０日）と連
携させた「月の心」アンケートを実施し、
いじめの早期発見につなげる。
・月1度の児童連絡協議会における、い
じめ、問題行動等の全職員の共通理
解。
・事態の内容や問題を的確に把握し、情
報連絡を密にし、その後の方向性を明
確にする。またスピード感のある指導・
対応を行う。児童や保護者への周知・理
解をきめ細かに行う。

B

・生活アンケート「月の心」の実施によって児
童理解に努め、気になる記載があれば丁寧な
聞き取りを行い、いじめや不登校の未然防止
に、全職員で取り組むことができている。
・教育相談週間には、担任が全児童に個別の
面談を行った。実施後には全職員で情報共有
をして、生徒指導の方向性を確認することが
できた。
・いじめ認知件数が学校規模に対して少し少
なめになっているので、今後は「見逃し０」の
意識を全職員で意識していく。

A

・保護者対象のアンケートでは、「学校は、子ども
の悩みや相談に対応し、いじめの予防・早期発
見・解決に取り組んでいる」の項目で９３．８％（昨
年度比↑１．０）があてはまると回答している。
・児童を対象としたアンケート、「学校は楽しいで
す」の項目では、９２．２％（昨年度比↑４．８）が
「そう思う」と回答しており成果目標を上回った。
・いじめ認知件数が2月末までの統計で１２件であ
り、学校規模の件数としては少ないので、今後は
より一層「見逃し０」を全職員で共通理解して積極
的認知を実践していく。

A

・いじめや不登校などを未然に防ぐためにしっ
かりと子どもたちの声に耳を傾けていく。教師
だけではなく保護者も地域の私たちも挨拶運
動を強化し、しっかりと見守っていくように努力
しましょう。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒80％以上

・児童の自主性や意欲を尊重した学校
行事、児童会活動、学級活動を充実さ
せる。感想交流による児童同士の認め
合いを充実する。

B

・計画委員会を中心に、児童が主体的に学校を盛り上
げる取り組みを計画・運営することができた。
・たてわり班を意識できるような掲示物を掲示したり、運
動会などの学校行事、学習活動、清掃活動などの中に
異学年集団での交流を取り入れたりした。下期はさらに
活動する機会を増やし、異学年交流の良さをさらに実
感させたい。 A

・計画委員会を中心に、年間を通して生活のめあてを意識し
た活動を行った。月１回の委員会活動を通じて、児童自身が
学校をよくしていこうという意識を高めることができた。また、
学校や地域のことを意識できる活動を児童の意見をもとに
行った。「先生は自分のよいところを認めてくれていると思う」
と答えた児童が92％、「将来の夢や目標を持っている」と答え
た児童が85％以上と成果目標を達成した。
・児童は運動会の開閉会式、６年生への感謝の気持ちを伝え
る活動、交流学年での学習活動等の中で、縦割り班を活用し
て異学年集団の良さを意識させることができた。「学校で楽し
みな行事がある」と答えた児童が93％であった。

A

・地域を知ることによる、ふる里を好きになり、
志が生まれると思います。
・その道のベテランを講師として招いて、児童
の心が動くように仕向けたらどうでしょう。

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」
●「望ましい生活習慣の形成」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●１週間の総運動時間を「０分」と回答
する児童を全国平均（男子4.6％、女子
6.9％）を下回る。
●自分の体や健康に関心をもつ態度を
育てる。

・クラスごとに「スポーツチャレンジ」の目
標を定め、運動に取り組ませる。
・全校で「なわとび期間」を設定する。
・衛生検査等の結果を児童に知らせ、意
欲的な取組にする。歯みがきの習慣化
を促す。
・「給食週間」「食育月間」の実施を通し
て、児童や保護者へ食の大切さを周知
する。
・「早ね、早起き、朝ごはん」を職員会議
で呼びかけ、児童に朝食を摂ることの大
切さを周知する。

B

・毎週火曜日に衛生検査を行い、その結果を翌週の月
曜日の給食時間に、保健委員が放送で伝えることで、
ハンカチ・ティッシュ忘れの児童の数が減少してきた。
・保健委員会を中心に、熱中症対策として、期間中毎日
暑さ指数を調べ、放送で注意喚起や水分補給を促すこ
とができた。
・給食委員会を中心に、食育を啓発するための動画や
新聞を作成し、食の大切さを発信することができた。
・1週間の総運動時間を「0分」と回答する児童は、男女
ともに全国平均を大きく上回っていた。
・寒さで運動場に出る児童が減少することが予測される
ため、「なわとび期間」を１２月に設定し、実施していき
たい。

A

・「スポーツチャレンジ」の「8の字跳び」に全校で取り組んだ。
その際、縄跳び期間を設け、昼休みや中休みに児童が練習
に取り組むことができた。この期間では、普段運動しない児童
も、外で体を動かすことができた。
・「給食週間」「食育週間」でアンケートを実施したり、動画を作
成したりして、児童へ食に対する関心をもたせ、食の大切さを
周知することができた。
・保健委員会を中心に、毎週火曜日に衛生検査の結果の放
送と掲示、褒賞などの取り組みで、衛生検査の準備ができて
いる児童が4月68％から2月83％に上昇し、意欲的な取り組み
に繋げることができた。
・保健委員会を中心に、歯磨きチェック表や放送での呼びか
け、ポスターの作成などの取り組みで、歯磨きの習慣化を促
し、2月の給食後の歯磨き実施率は約90％であった。

A

・運動会は短時間の中にも児童主体に考えられた競技
などに集約され、その結果、児童の集中力が持続して
取り組む形になっているのではないかと考える。また、
なわとび大会などの行事を児童と教職員が一丸となっ
て取り組まれていることで、児童も運動にチャレンジす
ることで体力づくりにも良い影響をあたえていると評価
する。
・コロナやインフルエンザ対策を今後も忘れることなく続
けてください。全校縄跳び大会は、お互いを助け合い認
め合う素晴らしい体作りにつながると思います。身体を
鍛え、心を鍛え、より良い健康づくりに期待しています。
・健康は人の資本。その重要性を教え込んでほしい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●勤務時間管理に関する意識改革に努
め、学校・教師が担う業務の再考に努め
る。

●働きやすく、活気に満ちた職場
づくりをめざす。

●慣習にとらわれず、業務のやり方など
を工夫し、超過勤務時間を、昨年度より
削減する。

・慣習にとらわれず、業務のやり方などを工
夫し、超過勤務時間を、昨年度より削減す
る。毎週金曜日は定時退勤日とする。
・校時限の見直し、成績二期制の導入など
により、働きやすい環境をつくる。
・コミュニケーションや同僚性を大切にし、働
きやすい、活気のあるチーム牛津小（職場）
にする。

B

・全職員の時間外勤務時間の月別平均25.5
時間（４～10月）であり、前年度比で一月当た
り5.1時間の減となっている。
・特に若手職員を中心に時間外勤務が多くみ
られる傾向がある。
・業務の精選・効率化を図る中で、超過勤務
時間を削減できるようにしたい。

A

・4月から１月までの超過勤務時間の平均は
23.9時間で、昨年度の同時期よりも5.1時間短
くなっている。昨年度見られた休日の時間外
勤務もほとんどなくなっている。校時限を見直
し、課後の時間を確保することで、職員が働き
やすい環境を作ることができた。

A

・休日出勤や、時間外労働が減少していると
のこと。成績二期制など、今後もできるところ
から業務改善をはかり、校長先生のリーダー
シップのもと教職員の心身の健康を保ってい
ただきたい。
・全職員がお互い助け合い話し合い働きやす
い学校環境をよくしていかれることを期待して
います。

●特別支援教育の充実

●特別支援教育の充実
※特別支援学級１０学級
（知的３、情緒６、病弱１）
●ＵＤ教育の実践

●児童連絡協議会を月に1回、拡大児
童連絡協議会を学期に１回行い、児童
理解と対応策を全職員で確認する。
●ＵＤの視点を取り入れた授業づくりの
研修会を行い、実践的指導や支援の方
法を習得する。

・児童一人一人の教育的ニーズに応じ　た
指導や支援を組織的・継続的に行う。
・全ての職員が、特別支援教育、UD教育に
関する理解や知識を深めると共に、具体的
かつ実践的指導や支援の方法などを習得
できるように、特別支援教育の研修の充実
に努める。

B

・担任の見取り、保護者からの連絡をもとに、小城
市子ども支援センターとも連携をとりながら、一人
ひとりの子どもの困り感に応じた支援の在り方を
検討・実践している。
・保護者に特別支援学級の授業を見ていただき、
次年度の支援の在り方を考えていただくようにし
ている。

A

・複数の目で児童の学習状況や生活状況の
変化を見取り、保護者としっかり連絡を取りな
がら、入級や退級、転級など進め、子供の成
長と学びを保証する体制がとれた。 A

・教職員研修などに取り組まれている。また対象児童について教職員
間の情報共有もされ、外部の専門機関との連携も取れている。来年
度も特別支援学級は10クラスの予定とのことで、ますます特別支援に
ついての学びや理解が不可欠と考える。
・支援児童が増加していく中、担当の教師の方は大変だろうと思いま
す。一人一人のニーズに合った指導支援で子どもたちが安心した学
校生活が送れるようにこれからも研修に努めてください。家族との関
わりを大切にした支援が重要だと思います。
・教える技術が難しいと思うが、その目的に向かってほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○志を高める教育

◎ふるさとを愛する教育 ○牛津町が好きと回答した児童が90％
以上
○体験活動・見る・ふれあうなどの学習
がすきと回答した児童が90％以上

・地域人材を活用した学習活動を充実さ
せる。
・地域に学ぶ学習の充実
・児童によるボランティア活動、社会　支
援活動等、社会へ貢献できる取組を企
画する。

B

・生活科・社会科・総合的な学習の時間などを
通して、地域人材を活用した学習活動を実施
した。
・牛津産業祭などに児童が参加することで、地
域の人々との交流を行った。

A

・学校評価アンケートで、「牛津町のことが好
きです」という質問に肯定的回答を行った児童
の割合が、９７．２％と成果指標を大きく上
回った。また、体験活動・見る・ふれあうなどの
活動が好きと答えた児童の割合も９４．２％と
成果目標を上回った。

A

・日常が戻り、地域の行事にも参加できたことは喜ばしい。地域の歴
史や文化に触れ、地域の方と交流することは、児童にとってふるさと
の良さを知ることにつながると思われる。また来年度は創立150周年
という一大行事が控えている。在校生と卒業生と教職員と地域と一丸
となって取り組む最良の機会となるように導いていただければと思う。
・地域を知ることによる、ふる里を好きになり、志が生まれると思いま
す。子ども祭りや、産業債など子どもたちと地域のふれあいをしっかり
積み重ねて交流を深めていきたいと思います。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 小城市立牛津小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・家庭・地域とのつながりを大切にし、豊かな心を育む活動が進んだ。児童の自己肯定感や役割意識が向上したが、学びを日常生活に活かす取り組みがさらに必要である。
・楽しくわかる授業づくりと校内研究が充実し、児童の学習意欲が高まり、授業の改善が進んだ。教科間での統一的なアプローチが求められる。
・地域との連携と貢献活動が進み、児童は学校行事を楽しんでいる。地域との協力体制をさらに強化する必要がある。
・特別支援教育とユニバーサルデザインを意識した指導が充実し、全児童に対応した環境が整った。支援が必要な児童への更なるサポートが求められる。
・安心・安全な教育環境が確保され、いじめの認知件数が少なく、児童は学校生活を楽しんでいる。いじめ防止対策のさらなる強化が必要である。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校全体として落ち着いた生活が、学習にも良い影響を与えていると考える。

・校内研究では、「つぼみタイム」の中に可視化を取り入れた取組や、年２回の授業参観推進月間の取り組みを通して、各学年や学年グループで工夫を凝らした授業づくりを行い、教師の授業力改善が進んでいると考える。

・コロナウイルス感染症の5類移行以降、以前のように地域の行事や地域の方との交流機会が増えた。学校関係者評価でも、地域の行事に参加をしたり地域の方々と交流したりすることで、児童がふるさとのよさを知ることにつながると評価していただいた。体験したことを更に教科学習につながるようにしていきたい。

・１週間の総運動時間を「０分」と回答する児童が、女子は、全国平均を上回った。学校全体で、運動に親しむ取り組みを実施していく必要がある。

２　学校教育目標 自ら学自ら学び　心豊かに　笑顔輝く　津保美っ子の育成

３　本年度の重点目標

①　家庭・地域とのつながりを大切にしながら育む豊かな心（出番・役割・承認）の醸成

②　児童がより楽しくわかる授業つくりと校内研究の充実

③　地域とともに歩み、地域へ貢献できる学校の推進

④　特別支援教育・UD(ユニバーサルデザイン）を基盤とした教育の充実

⑤　安心・安全な教育環境の充実


